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クラウド設計環境

組込/IoT機器の設計環境

製品企画・構想設計
システム仕様(要求仕様)

LSI/RTL設計
オーバートーン

PCB回路設計
ｼﾞｪﾑ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ

RTL検証
CMエンジニアリング

ボード検証・評価
S2C

HW/SW協調検証

ソフトウェア設計
インターバディ
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組込/IoT機器の設計環境

システム仕様

高位合成

LPB検証

プロトタイプ

RTL

ピン配置

テストシナリ
オ生成

SW検証

OVT

GDT

CME

S2C

IB
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インフラ環境の差（１）

オンプレミス（企業内環境） パブリック・クラウド

ディスクサーバ

物理サーバ

仮想サーバ

セキュリティの輪
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協調設計とインフラ環境への要求（一部）

No. 内容
1 設計プロジェクト間、設計者間の共通データ(ライブラリ等)共有
2 設計プロジェクト間、設計者間の固有データ セキュリティー確保
3 設計プロジェクト内の設計データ共有
4 通信時のセキュリティー確保(暗号化等)
5 設計者ミス等によるデータの復旧
6 ログインサーバ経由でのアクセス
7 ユーザデータのシンクロ化
8 設計プロジェクト間のH/Wリソース有効活用

多種設計工程を協調しながら設計プロジェクトを進めるため
には、設計情報（データ）のシームレスなアクセス環境が必要

オンプレミスの強み
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インフラ環境とテレワークス

ディスクサーバ
物理サーバ

外部からの接続に開けた穴を色々な手法で保護

コストの増加、オンプレミスの弱み
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一つの答え

暗号化インターネット

ディスクサーバ仮想サーバ

バックエン
ドシステム

 保護する位置を変更
 オンプレミスとクラウドの良いところとり

• 内を堅牢に保護
• クラウドの柔軟性、インターネットの安さ

 エンジニア向けの最適化
• テレワークで仮想オフィス
• 複数エンジニアが仮想オフィスで共同作業
• 企業、⼤学等協同プロジェクト実施容易

 個人向けPCの固定が不要
• 強固なID管理、ログイン制御

 どこからでも
 誰とでも

• 低コスト
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一つの答え

詳細は、B-44-04 CDC研究所で


